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陸前高田市震災復興計画

基　本　構　想

基　本　計　画

発 生 時 間

震　源　地

震源の深さ

地震の規模

当市の震度

総　　人　　口

生 存 確 認 数

死亡者数 (震災分 )

　  〃　 （その他）

行方不明者数

確 認 調 査 中

住基人口 ※平成２３年３月１１日現在

※平成２３年１１月２１日現在

市民で身元が判明し、死亡届の出された人数

病死、事故死など

安否確認要請のあった人数

２４，２４６人

２２，２７０人

１，６５６人

２２５人

７２人

２３人

平成２３年３月１１日 (金 )１４時４６分

三陸沖    

約２４Km    

マグニチュード９．０    

震度６弱  

陸前高田市震災復興計画《概要版》陸前高田市震災復興計画《概要版》

○「海岸保全施設」、「まちづくり」、「ソフト対策」を組み合わせた複合

対策を図ります。

○防潮堤、三陸縦貫自動車道、国道 45 号、国道 340 号、国道 343 号、

主要地方道大船渡・広田・陸前高田線、一般県道陸前高田停車場線、鉄

道などの骨格となる社会資本整備とまちづくりとの連動による総合的に

災害に強いまちの再構築を図ります。

○高田松原地域については、防潮堤、海岸防災林の整備促進を図るとと

もに、背後地は国営等による防災メモリアル公園の設置を促進し、海と

緑が織りなす松林を再生します。

○市街地については、複数の南北方向の避難道路と東西方向の避難道路

（アップルロードの延伸）の整備を促進します。

○海岸地域の低地部は、東日本大震災による津波の浸水区域や防潮堤等

の整備を考慮し、移転促進区域の設定を基本に非居住区域とするととも

に、住居地域の高台への移転等を計画します。

・東日本大震災の猛威や恐ろしい経験と津波防災、減災への教訓を謙虚に受け止め、一刻も早く仮

設居住を解消し、被災者の生活再建を図るとともに、地域産業の再生と発展を目指し、市民が安心

して暮らし、働くことのできるまちづくりに全力を挙げて取り組まなければなりません。

・将来に向けて希望と夢と安心のもてる新しい本市の復興ビジョンを示すとともに、本市の創生と

活力向上に繋がる陸前高田市復興計画を策定し、多くの方の協働、連携により本市の復興を実現し

ようとするものです。

　防潮堤等の海岸保全施

設や幹線道路、避難道路

の整備を促進するととも

に、防災計画の再整備、

救援・救護体制の整備な

ど、防災体制の再整備に

よる「津波防災」と「減災」

を組み合わせた多重防災

型の災害に強い安全なま

ちづくりを進めます。

復興に向けた基本理念や

まちづくりの目標を示す

目標達成に向けた施策と

整備目標を示す

〈第１期〉 〈第２期〉

復興基盤整備期
（平成２３～２５年度）

復興展開期
（平成２６～３０年度）

構想の目標期間
（平成２３年度～平成３０年度）

○高田地区を中心とする新しい市街地は、東日本大震災の津波による浸

水を免れるよう高さを確保し、低地部のかさ上げ等を行ったうえで、公共・

公益施設、商業ゾーン、住宅街を配置、再開発します。

○今泉地区は、東日本大震災の津波による浸水を免れるよう高さを確保

し、低地部のかさ上げ、また西側丘陵部の開発により、歴史的な建物等

の復元に配慮しながら歴史を受け継ぐ新しいまちを再生します。

○下矢作地区、竹駒地区は、地元意向に対応した現位置での住宅再建を

促進するとともに、長部地区、米崎地区、小友地区、広田地区は、漁家

の生産活動等に配慮しながら、高台移転等を計画します。

○学校、病院、消防署、文化施設、市役所等の公共施設は、施設の利便

性や災害時における避難、機能の保全等を考慮し、高台や新市街地への

配置を検討します。

○公共交通環境については、道の駅、JR駅、バスターミナル、学校、病

院、商業施設等への利便性や快適性に配慮し、市域内の新しい交通環境

や広域ネットワークの構築を図ります。

○高台等の住宅開発地域は、文化財、地形や自然景観に配慮するとともに、

エコタウンとして開発します。

○海岸地域の低地部は、防災性や安全性、景観等に配慮し、産業用地、公園、

緑地帯等の利用を基本に、公有地化を促進します。

　防潮堤等の海岸保全施

設や幹線道路、避難道路

の整備を促進し、防災性

や利便性を考慮した土地

利用の創出、災害時のみ

ならず市民生活や経済活

動にとっても快適で魅力

ある都市空間、都市機能

を創出するまちづくりを

進めます。

○高台に集積する公共施設（県立高校、県立病院等）は、緑に囲まれた「健

康と教育の森ゾーン」として整備促進を図ります。

○市民生活や地域に密着した民間医療施設、郵便局、金融機関、商業店

舗などが配置されるよう再建を支援します。

○野球場等のスポーツ公園を整備し、合宿等市内外からの通年利用を促

進します。

○県立野外活動センターは、広田半島地区への移転を検討します。

　公営住宅、学校、病院

等の医療施設、スポーツ

施設、文化施設等の公共

施設の再建をはじめ、教

育、保健、医療、介護・

福祉サービス、市民サー

ビスの回復など、安定し

た市民の暮らしを再興し

ます。 ３年 ５年

陸前高田市震災復興計画＜概要版＞
～「海と緑と太陽との共生・海浜新都市」の創造～

策定の趣旨

災害の状況

陸前高田市災害状況写真

計画の構成と期間

▼地震前（平成２２年１０月１８日・２９日） ▼地震後（平成２３年３月１３日）

〈地震の状況〉 〈人的被害状況〉

復興のまちづくりの基本方向と重点目標復興のまちづくりの基本方向と重点目標
１　災害に強い安全なまち

〈 基 本 方 向 〉 〈 重 点 目 標 〉

２　快適で魅力のあるまち

〈 基 本 方 向 〉 〈 重 点 目 標 〉

３　市民の暮らしが安定したまち

〈 基 本 方 向 〉 〈 重 点 目 標 〉


